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整 理 番 号  2020P-015 

補助事業名  2020年度 自転車競技普及促進及び競技力の向上に資する補助事業 

補助事業者名  公益財団法人 日本自転車競技連盟 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

高い競技レベルの大会を全国各地で開催し、自転車競技に関心を持つ人々の増大を図

ると共に、選手のみならずチーム、コーチ、審判員等の人材を育成することで、競技

レベルの向上により国際大会参加者を輩出し、もって公益の増進に寄与する。 

 

 

（２）実施内容 

 日本学生自転車競技連盟事業 http://jicf.info/ 

 

ⅰ）2020全日本学生トラック自転車競技大会（写真）福島県・泉崎国際ｻｲｸﾙｽﾀｼﾞｱﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

http://jicf.info/
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ⅱ）2020全日本学生自転車競技大会（トラック写真）長野県・松本市美鈴湖競技場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）2020全日本学生自転車競技大会（ロード写真）群馬県・群馬ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

男子表彰式 
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ⅳ）2020全日本学生個人ロードレース大会（写真）群馬県・群馬ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

女子表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ）2020年全日本学生ﾄﾗｯｸｼﾘｰｽﾞ山梨境川ﾗｳﾝﾄﾞ（記録会）（写真）山梨県・境川競技場 
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Ⅵ）2020年全日本学生ﾄﾗｯｸｼﾘｰｽﾞ第2戦山梨境川2021年3月ﾗｳﾝﾄﾞ（記録会）＆ 

  第4回全日本学生選手権オムニアム大会 （写真）山梨県・境川競技場 

  男子オムニアム表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

 

大学生を中心とする青少年層に向けた、競技面・運営面双方で高いクオリティの自

転車競技大会を日本国内の各地において開催し、U23層における自転車競技の競技力向

上と普及拡大を促進することが予想される。また、開催地域の自転車関係者・行政ら

との連携を通して、各地域におけるサイクルスポーツ活動のコーチ・審判といった役

割を担う大学生競技者出身者を輩出することで、幅広い地域の人々がサイクルスポー

ツを通したクオリティオブライフの向上を実感する機会・人材を提供し、自転車普及

振興の好循環を促進することが予想される。 

 

 

 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 
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（１）補助事業により作成したもの 

2020全日本学生トラック自転車競技大会   300部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020全日本学生自転車競技大会 600部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

2020全日本学生個人ロードレース大会  350部 
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（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人日本自転車競技連盟 

（コウエキザイダンホウジンニホンジテンシャキョウギレンメイ） 

住   所： 〒141-0021  

東京都品川区上大崎３-３-１ 

代 表 者： 会長 佐久間重光（サクマシゲミツ） 

担 当 部 署： 総務部 

担 当 者 名： 事務局次長 後藤 慶一郎（ゴトウ ケイイチロウ） 

電 話 番 号： 03－6277－2690 

F A X： 03－6277－2691 

E - m a i l： goto@jcf.or.jp  

Ｕ Ｒ Ｌ： http://jcf.or.jp/ 
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